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引
世
紀
を
見
つ
め
た

日
間
同
凶
開
問
削
叶
開
阻
回
一

一
般
会
計

総

額

4
9億
4
、
3
7
4
万
円

朝
日
町
の
平
成
3
年
度
の
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
は

「
豊
か
で
活
力
あ
る
郷
土
H

あ
さ
ひ
H

の
実
現
」
を
目
指
し
て
、

向
こ
う
一
年
間
の
「
町
の
台
所
」
を
ま
か
な
う
も
の
で
、
皆
さ
ん

の
生
活
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
新
し
い
予
算
、
が

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
の
か
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、
約
応
4
、
3

7
4
万
円
で
、
前
年
度
当
初
に
比
べ
る
と
、

3
億

5
、
9
8
7
万
円
、
半
に
し
て
約

6
・

8
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
前
年
度
に
生
紙
学
習
館

・
ふ

る
さ
と
美
術
館
、
間
道
泊
桜
町
線
改
良
事

業
、
住
宅
建
設
事
業
な
ど
の
大
卸
建
設
事

業
が
完
成
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
な
ど

の
特
別
会
計
の
総
額
は
、
お
億
8
1
4
万

円
で
、
こ
れ
も
前
年
度
当
初
に
比
べ
、

4
、

4
0
4
万
円
、
率
に
し
て

1
・
5
パ
ー
セ

ン
ト
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
町
立
泊
病
院
事
業
会
計
の

予
算
が
お
俗
9
万
川
門
あ
り
、
こ
れ
ら
三
つ

平成3年度

一般会計予算

衛生

6~憲587ヲ円
(12.2%) 

費

盟関

言電民生

6億5.921万円
03.3%) 

費総務

7億8.239万円
(15.8%) 

差是林水産業費

71意8.702万円
(15.日%）

他

重量

主主公債

4億7.218万円
(9.6%) 

霊童教育

51.患5.4387ヲ円
(11 .2%) 

の
会
計
を
合
わ
せ
る
と
1
0
2億
5
、
1
9

7
方
向
と
な
り
ま
し
た
。

持
さ
ん
の
家
雌
に
も

「
収
入
」
や

「
支

出
」
が
あ
る
よ
う
に
、
川
に
も

「
成
人
」

と

「
作成
出
」
と
い
う
財
政
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
「
歳
入
」
は
、
私
た
ち
が
税
金
と

い
う
形
で
悶
や
県
、
そ
し
て
町
に
支
払

っ

た
お
金
を
主
体
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
｛
国
や
県
に
納
め
た
税
金
の

一
部
は
、

地
方
交
付
税
や
補
助
金
と
し
て
、
町
の
歳

入
に
な
り
ま
す
。）

こ
こ
で
は
、

一
般
会
計
の
歳
入
と
厳
出

を
凡
て
み
ま
し
ょ
・

1

【歳

入

】

作
成
人
の
小
で
故
も
多
い
の
は
町
税
で
、
初

地方3'.t付税

141窓B.000万円
(29.9%) 

消 防費

l億6.828万同
(3.4%) 

商 工費

l億2.709万円
(2.6%) 

議会資

l億2.424万円
(2.5%) 

労働重量
4.373方向 その
(0.9%) I 
6億9.544万円
(14. 1%) 

税

20億4.149万円
(41 .3%) 

町

E盟49億4,374万円の
歳入・歳出の内訳

~ 

3年度

一般会計の 推移（最近5年間）
万円
550,000 

Ul•ll 完2手63'1-軍

41S制。

‘00.000 

位

4
、
1
4
9
万
山
と
全
体
梢
成
比
の

U
・

3
パ
ー
セ
ン
ト
を
山
め
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
次
ぐ
の
が
地
方
交
付
税
で
、
全

体
の

m
・
9
パ
ー
セ
ン
ト
。
以
下
、
国

・

県
支
金
の
日

・
6
パ
ー
セ
ン
ト
な
ど
と
な

っ
て
い

ま
す
。

【歳

出

｝

歳
出
の
内
訳
で
は
、
前
年
度
当
初
予
算

に
比
べ

、
民
生
貨

（叩

・
3
パ
ー
セ
ン
ト

m）、
消
防
官

（
9
・
4
パ
ー
セ
ン
ト
明
）、

商
工
費
（

6
・
3
パ
ー
セ
ン
ト
地
）
な
ど

が
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
新

規
い
や
業
と
し
て
訪
問
行
議
川
動
の
実
地
、

消
防
向
動
ト
阜
の
脱
入
、

ej
↓
の
観
光
振
射
事

業
の
実
施
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

な
お
、
総
務
貨
や
尚
生
代
、
農
林
中
小
産

業
費
、
土
木
砂
れ
な
ど
は
、
前
年
度
に
比

べ

大
型
事
業
な
ど
の
完
了
に
よ
り
減
少
し
て

い
ま
す
が
、
地
城
市
性
化
中
業
、
山
崎

・

境
沿
岸
周
辺
監
備
計
画
や
不
動
掌
周
辺
整

備
計
画
の
策
定
、
問
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
事

業
の
尖
施
、
下
水
辺
北
本
計
画
の
策
定
、

小
学
校
教
育
関
坑
が
備
事
業
本
金
の
創
設

な
ど
の
新
規
事
業
じ
か
椛
リ
込
ま
れ
て
お
り
、

問
の
将
米
に
向
け
た
ぷ
幣
づ
く
り
を
ね
ら

い
と
し
た
予
算
制
成
と
な

勺
て
い
ま
す
υ

こ
の
ほ
か
、
町
道
停
車
場
東
草
野
線
改

良
ギ
業
や
無
富
山首
街
づ
く
り
ギ
業
、
海
外

派
泣
い父
流
事
業
、
小
引
合
併
処
理
浄
化
憎

設
置
補
助
事
業
な
ど
の
継
続
串
業
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

。特別会計総額 28億814万円

－国民健康保険特別会計 日憶6.613万円

・老人保健医療事業符別会計 17億7.160万円

・笹川診療所特別会計 1 .094万円

・宮崎診療所特別会計 944万円

・境診療所特別会計 I .365万円
・山筒診療所特別会計 2.265万円
・簡易水道特別会計 ι829万円
・公共用地先行取得等事業特別会計 3.976万円

・南保外二地区用水特別会計 476万円

・加藤奨学資金特別会計 92万円

。泊病院事業会計（企業会計）

25億9万円

－
特
集
／
平
成
3
年
度
予
算
＠

こ
れ
は
、

3
月

7
日
に
開
会
さ

れ
た
議
会
定
例
会
で
魚
津
町
長
が

表
明
し
た
「
地
政
方
針
」
の
中
か

ら
、

「
笠
か
で
活
力
あ
ふ
れ
る
郷

土
砂
あ
さ
ひ
H

の
実
現
」
を
回
指

し
た
施
策
の
概
要
を
ま
と
め
た
も

の
で
す
。

－
町
政
協
順
調
広
進
展

私
は
、
町
政
の
執
行
に
あ
た
り
、
川
市
白

頃
よ
り

「
町
民
と
と
も
に
笑
い
、
町
民
と

と
も
に
説
く
尚
か
い
心
の
通
う
町
政
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
「
盟
か
で
活
力
あ
ふ
れ
る

郷
土
H

あ
さ
ひ
。
の
笑
現
」
に
、
全
力
を

傾
注
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

昨
年
は
、
町
民
の
長
年
の
念
願
で
あ
っ

た
町
道
泊
拡
町
線
が
全
線
開
通
の
運
び
と

な
っ
た
ほ
か
、
デ
イ

・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー、
海
浜
公
固
め
オ
ー
プ
ン
、
朝
日
中
学
校

へ
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
導
入
等
の
事
業
を
実

施
し
た
の
を
は
じ
め
、
今
春
に
は
「
生
海

学
習
館
」
、

「
ふ
る
さ
と
美
術
館
」
、
「
間
以

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
L

、
「
廃
史
公
悶
」
が
相
次

い
で
完
成
し
、
町
民
の
皆
様
に
ご
利
用
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
桜
町
団
地
の
建
替
事
業
が
今
年

度
で
完
了
す
る
ほ
か
、
無
言
害
街
、
っ
く
り

事
業
な
ど
の
諸
施
策
も
着
実
に
進
ん
で
お

り
ま
す
。

な
お
、
朝
日
小
川
総
合
開
発
卒

業
に
つ
い
て
も
、
昨
年
日
月
に
完
成
し
た

朝
日
小
川
タ
ム
の
周
辺
部
備
卒
業
が
今
年

度
完
成
を
回
帰
し
、
着
々
と
工
事
が
進
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

． 
引
世
紀
へ
の
華
麗
づ
く
り
を

私
は
、
幻
世
紀
を
展
望
し
た
町
づ
く
り

の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
勇
気
と
情
熱
を

も
っ
て
、
町
政
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま

い
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
今
年
度
は
、
宮

崎

・
境
海
岸

周
辺
整
備
計
画
及
び
不
動
堂
周
辺
控
備
計

画
の
策
定
に
努
め
る
と
と
も
に
、
町
の
イ

メ
ー
ジ
ア
y
プ
事
業
、
芸
術
作
品
購
入
事

業
な
ど
を
実
施
す
る
は
か
、
新
た
に
下
水

道
基
本
計
幽
の
策
定
、
土
地
区
画
特
車
事

業
調
貨
の
実
地
、
在
宅
の
寝
た
き
り
老
人

紘
一
寸
を
対
象
と
し
た
訪
問
看
護
事
業
な
ど
を

行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
学
校
の
施
設
都
備
に
つ
い
て

も
、
議
会
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
環

岐
路
備
の
実
現
に
山
け
て
、
相
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

－

夢
と
希
望
あ
zw予
算
広

私
は
、
厳
し
い
財
政
環
境
の
中
に
あ
る

と
は
い
え
、
平
成
3
年
度
の
予
算
編
成
に

あ
た

っ
て
は
、
朝
日
町
新
総
合
計
画
第
二

次
基
本

計
十幽
を
基
本
に
、
幻
世
紀
を
目
指

し
た
朝
日
町
の
基
礎
づ
く
り
に
取
り
組
む

べ
く
、
町
民
の
皆
様
が
夢
と
希
望
を
持
て

る
よ
う
、
最
大
限
の
努
力
を
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

な
お
、

平
成

3
年
皮
の
歳
出
予
算
の
慨

要
に
つ
い
て
は
、
私
が
掲
げ
る

3
つ
の
地

策
に
し
た
が
っ
て
、
・
次
の
ペ
ー
ジ
で
説
明

い
た
し
ま
す
。
－
平
成
3
年
4
月
号

＠

・ちょっと考えてね。四字熱積。ご家族の皆さんで楽しんで下さL、。（答えはIiぺージ）(1) 培口模口・・0・・何の手がかりもないものを，探L；）（めることご



ゆ経伊勢
’
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孝ゃ・4

V
 
計t
つ

平成3年度一般会計

ζラ使りま＇§374万円ld， 
..... 111.128千円

・山村振興事業・・・一一一・・ll,390千l・fJ

・宮崎漁港盤備l.j-;.&:f.・・・30,000千円

活気に満ちた商工業の振興

・あさひまつ I).むらおこし事業

0 ・・l,950千同

・商店街i117'1中化イベント 2,000千円

・魅力あふれた特色ある観光llf.J発

49億4
士坊の技術jを積極的に進めます。

Jfif IH設庁tの絡備については．新た

に下水道総本~－1・幽を煎定するととも

に，引き続き小叩！介iJ1：処理浄化織の

設甚助成を1i ~ 、ます。 さらに 「ごみ

対策倹，H委員会」を設置し．ごみの

i成景化と適正処理を倒；進します。

利便性の高い交通体系の確立

・・・・・・・・・51,853千円

コミ ュニティ活動の活性化を回る

ため，新たに地域活性化事業補助金

を設け，「誇 1）と愛桁のもてるふるさ

とJづくりを副 リます。また．新世

紀に1l1Jけ，富山；f・1立海岸や不動常の

周辺 ~iHfiil計画を策定します。

さらに、「町長と訴す集い」や「町

長と話す日」，「町長へのたより」を

継続して実施するなど，皆さんの声

を町政に反映させるとともに，j品か

い心の；mう町政を推進します。
町政の推進

・地賊if;fJ：化事業・・・ー.....6,000千円

・ コ i ュニティ ：J ·~業・・ ・…. 2,500千円

・0A 化f住i韮 ＇－｝＇；）（~...・・・・2句035干－円

・JぶI袋行政の推進・・・・・・・156.引OT・円

以 卜．カ、平成3年度の一般会計予算

に r.u·ーされたおもなが~·：rのあらま

しです。

町政~推進のために

・総務費等・

に．快適でIi：；みよい生i刑法境め3守備

を凶ゥていきます。

水産業は． っく 1）育てる漁業の-w~

jfilのため， 'l ' H司脊成やf(1，俄設置さj';j~

などの栽庇i,((1 業への助成を1i~ 、ます。

商工業については.Mi店街活性化

イベントやむらおこし ・j・;. .；長＼あさひ

まつりに助成し＇ f~i )JあるI街店街つ’

くりを同 I）ます。また．観光につい

ては，1・i1；イ1:1~ ＇1 ）凶年観光を M指し，＇1\

｛ぷキャンペーンなどによる間極的な

坊符活動を批）ffiするほか．魅力ある

イベントのm11m’に努めます。さらに，

例日 Y， ~ _;t； 内 然公同等の~：.~ f1jijゃあさひ

絡まつりにも ＇JIき続き助成をします。

地域の特性を生かした

農林水産業の振興

・；j(Lii農1H旅立対議...• 14.024千円

・ J~'l迫終的 ’1·；業・・・・・・・・・一 ·82,739千円

・農村総イ：－ ·~ .. 剤師j事業・・・・・32.824T・PJ 

・林道事業・・・・・・・・・・・・・・・ 101,738H11

・ 林業集部定純飛盤~HrnH事業

・者I）市計11可卒業・・・・・・・・・・ 120.375千円

・道路締法新設改良ギ業 37,517千円

・1地区画経迎事業調公 5司000T円

安全なまちの整備

・ iiiJ川 ~w;t~： ・・ ・・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・・・・ ・・・ ・ 4 .947 T・円

・ifilll• Ji.:，業 . .. . ..・ ·· · · · · ··· ·· 1 2 . 9 1 0 千円

・無＇h'hf!rづくり＇F業・ぃ63.別lf l'J 

• ii'il坊ポンプ自動II£ ！！蒜人 12 . 000 下円

・消防1.ji.fji康..・e・e・・・ e・6.844千円

快適な居住環境の整備

・小 11：•） 合併処理浄化憎設世納JJ)J

－
特
集
／
平
成
3
年
度
予
算
。

－－－一・21,660下円

・下水道恭本計伊1j策定・ぃ13司000刊LJ

・i古川事業......・....・－一・74.31京下円

• 1・児聴覚教育................3, 106千円

・文教ゾーン整備事業・・63,900千円

・英術作品購入・一..........6,000下円

快適マ住之ι仏、
ま~ ~，.，， ,, 

・衛生費・農林水産業費・

土木費・消防費・
交j崎体系の時半については，泊駅

前広場，町道｛亭l似品東平野総がー背rs

4:_L 'J'；.に入ります。

安全なまちつ’くりについては＇i毎

岸保全• inJ川改｛I多， if； 山，治水ギ~

など防災対策.！：］.・；.業の推進を図るほか

消防ポンプ自動取のllt4入，消防斗Lif'.

庫の惣備を行うなど，消防体制の充

実~!il化に努めます。 また ， 無雪害街

づく リ対策では，i肖曾装置や排雪

健康・生！~）、、y
文化Clれ γ＜,, 
・衛生費・民生費・教育費・

健！京~I進対策としてがん倹診等健

康診査事業を縦進するとともに，新

たに大腸がんの験．食料を助成します。

また．在宅悩祉の光英のため，新た

に イ1：毛の綬たきり ~人や重度身体院

選者等を対象とした訪問看越.•j；；業を

笑地するとともに，家庭奉仕上iを培

員し，福祉 ・医療 ・保健のj卓鳴によ

るキメ細かな地策を展開します。

学校教育．では，小学校に言語it；療

救五を l刻設します。 また ， J~：脱税備

事業として，小学校教官邸境1予備事

業»~金を創設し，財i阪の健保に努め

ます。

かけがえのない健康づくり

豊かな心を育てる教育の

推進と文化の醸成

いろN悠

角度から
視点

・ 1=.itE~：符館 ・ ふるさと美術館組’出

・・・・・・・・・24 ,800千円

・ 世~蹴増進対策..... . . . ...・32, 786千円

・老人保健医療ギ業特別会計総出金

みんなの

．古書
窃伊

概要と主な事業を

紹介します。

圃］：

同

円

千

千

九

U

o

o

po
n
v
 

J

J

し

0
0

ハU

J
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0
η
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H
相
本

人
収
認
可

進
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，F
ド

一
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μ

対

会

館

業

保

事

域

院
地
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活気Y魅力！：満~1~
ま~.,.,, ,, 

．農林水産業費・商工費・観光費・

農業については．地域性虫かな生

産性の，：＇：j •，、農業を目指すとともに，

J郎、千農家の育成をi正めます。

林業では．林道収備を図るととも

・・・・・ 161,751千円

・健康祭開催・・・・・・・・・・・・2,012千円

心ふれあう福祉の充実

・家庭奉仕f:l，没世・・・・・ー・12.468f向

• ..fl 議・家庭梅tt.i:i設置 10.596 l円
· ~ 人福紙 ・ イ1：：七悩批・ー 16.156下PJ

・デイ ・サービスセンタ一運営

－
平
成
3
年
4
月
号

＠

(2) 口怒哀口……喜びと．怒り，哀しみ，楽しみ人間の感｜‘！？をいう。

.. ・ 18,658下円

誠口口意・・・・・・;fl.f.IJ私欲や邪念を持たず．栂手の立場をくみとって真心をもった正直な態度で接すること。（お



世
界
の
た
め
巴
自
分
の
力
を

一
U
M
一…附一則

米
丘
雄
太
さ
ん

「
椛
争
も
終
わ

勺
た
こ
と
で
す
し
、
今
は
一

日
も
早
く
現
地
へ
戻
っ
て
活
動
を
開
始
し
た

い

気
持
ち
で
い
弓
ぱ
い
で
す
ね
」e

ー
刊
年
小
冊
外
協
力
隊
員
と
し
て
、
昨
年
の

l
一一

月
初
旬
シ
リ
ア
へ
波

っ
た
米
斤
雄
太
さ
ん
（
三

十
五
依

・
佐
谷
出
身
）
は
、
折
し
も
始
ま
勺
た

湾
岸
戦
争
の
あ
お
り
を
受
け
、
去
る
二
月
十
八

期初かすん水
島
弘
子
さ
ん

（旧
歳
・
境
）

日
に

一
時
帰
国
。
現
紅
、
蛭
谷
の
実
家
で
向
宅

作
機
の
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

本
来
な
ら
ば
今
ご
ろ
、
獣
医
師
で
あ
る
米
丘

さ
ん
は
シ
り
ア
の
首
都
ダ
マ
ス
カ
ス
の
北
約
二

μ
Jに
あ
る
間
宮
牧
場
で
、

T
二
百
一政
余
り
の

パー
の
診
療
や
飼
育
管
理
な
ど
を
行
っ
て
い
る
子

山
花
で
し
た
。
し
か
し
、
問
伴
情
勢
の
必
化
に
伴

い
、
日
本
大
使
館
か
ら
の
退
避
勧
奨
に
よ
っ
て

戦
争
ば

っ
発
的
の

一
片
十
三
uu
、
急
き
ょ
エ
ジ

プ
ト
の
カ
イ
ロ
へ
避
難
。
そ
こ
で
約
一
か
月
間
、

ア
ラ
ビ
ア
沼
の
研
修
な
ど
を
受
け
て
い
ま
し
た

が
、
戦
争
終
結
の
メ
ド
が
立
た
な
い
ま
ま
、

二

月
に
入
り
、
と
う
と
う

一
時
帰
同
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
二
月
二
十
八
日
、
四
十
三
日
間
に

及
ん
だ
向
山
戦
争
も
い
よ
い
よ
終
結
。
小
・
来
的

勢
は
依
然
と
し
て
予
断
を
許
さ
な
い
も
の
の
、

「世
界
の
た
め
に
働
き
た
い
」
と
い
う
木
正
さ
ん

の
大
き
な
少
か
、
～再
び
主
税
に
向
け
大
き
く
動

き
出
し
ま
し
た
。

会星座名ゃぎ座

好

奇

心

お

う

盛

エ
ス
テ
関
係
の
仕
市
中
か
ら
転
身
、

昨
年
十
三
月
に
現
荘
の
会
社
へ
就
職

し
た
ば
か
り
の
弘
子
さ
ん
。
「
今
、
州

当
し
て
い
る
仕
事
は
機
械
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
作
成
。
入
社
し
て
附
も
な
い

の
で
、
ま
だ
悶
リ
の
比
内
さ
ん
に
迷
惑

を
か
け
っ
ぱ
な
し
で
：・
」
と
笑
い
ま

す
が
、「
去
年
一
年
、
何
も
し
な
い
う

ち
に
過
ぎ
て
し
ま
勺
た
の
で
、
今
年

は
そ
の
分
、
い
ろ
ん
な
事
に
チ
ャ
レ

会勤務先 制水島機械設計

台血液型

交趣味 友達との長電話

0型

ン
ジ
し
た
い
」
と
意
欲
的
。

自
称
砂
川
貯
帯
心
お
う
雌
な
カ
ラ
ッ

と
し
た
性
栴
。
の
彼
女
、
「悩
み
事
や

イ
ヤ
な
事
が
あ

っ
て
も
す
ぐ
に
忘
れ

ち
ゃ
う
の
が
私
の
長
所
。
で
も
大
ざ

っ
ぱ
す
ぎ
て
、
中
途
半
端
に
し
て
し

ま
う
所
が
玉
に
キ
ズ
か
な
」
と
ほ
ほ

え
み
ま
す
。

九
い
メ
ガ
ネ
に
笑
顔
が
と
っ
て
も

お
似
合
い
。
ま
だ
卜
九
歳
の

J
cわ

や
か
さ
ん
u

で
す
。

£；〉
必 冨込

清水町の古市明・ルリ子さん夫妻の

長男真也（まさや）くん 6歳

二男拓也（たくや）くん 4歳

三男 尚也（なおや）くん ｜歳

毎

日

、か

戦

争

長
男
の
真
也
は
、
こ
の
四
月
か
ら
ピ
カ
ピ
カ

の

一
年
生
で
す
。
の
ん
び
り
屋
で
す
が
。
大
野

き
な
j
作
や
お
絵
拙
き
に
な
る
と
他
の
’
｝と
が

耳
に
入
ら
な
い
く
ら
い
熱
中
し
て
し
ま
い
ま
す
。

二
男
の
拓
也
は
、
活
動
的
で
何
で
も
お
U
ん
ち

前
、
ん
に
勝
た
な
い
と
気
が
す
ま
な
い
れ
の
負
け

ず
嫌
い
で
す
が
、弟
が
で
き
て
か
ら
は
、
ち
ょ
っ

ぴ
り
お
兄
さ
ん
ぶ
り
を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
c

三
男
の
尚
也
は
、
お
兄
ち
ゃ
ん
た
ち
に
似
ず

ジ
ャ
ン
ボ
サ
イ
ズ
で
、
体
煮
は
二
男
を
追
い
越

し
そ
う
な
勢
い
で
す
。
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
は
、
と
に
か
く
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
な
い

よ
う
で
、
家
の
中’
を
一
昨
伏
し
と
走
り
ま
わ

っ
て

い
ま
す
。

男
の
千
三
人
、
毎
日
兄
弟
喧
嘩
の
連
続
で
、

家
の
所
々
は
戦
場
さ
な
が
ら
で
す
が
、
こ
の
正

気
さ
を
失
わ
ず
、
一
人

一
人
個
性
を
持

っ
た
子

ど
も
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

平柳アルファー

ス
タ
ー
ト
は
四
人

私
た
ち
一
千
柳
ア
ル
フ
ァ
ー

は
、
昭
和
六
十
三
年
、
朝
日

町
ヒ
｜
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協

会
が
主
催
し
た
ヒ

l
チ
パ
レ

ー
の
講
例
会
に
参
加
し
た
刊
人
の

主
婦
が
中
心
と
な
勺
て
結
成
さ
れ

た
ク
ラ
フ
で
す
む

当
初
は
、
『そ
の
う
ち
に
さ

っ
と

投
げ
出
す
だ
ろ
う
』
と
思
っ
て
い

た

f
主
人
た
ち
H

も
、
間
人
だ
け

で
満
足
に
練
習
で
き
な

い
状
態
を

比
る
に
見
か
ね
て
子
助
け
を
し
て

く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
を
き

っ
か
け
に
、
い

つ
し
か
ニ
ト
代
か

ら
五
十
代
ま
で
州
広
い
年
齢
憎
め

ピ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
愛
す
る

到

K
が
集
う
ク
ラ
ブ
に
ま
で
成
長

し
ま
し
た
。

収
作
、
「
女
性
は
美
容
と
他
服
、

男
性
は
体
力
、
っ
く
り
と
ス
ト
レ
ス

解
消
」
を
第

一
自
際
に
、

怠

信主

9三
て〉

講演会のため．朝日町を訪
ベっし4に吋U二

れた別所毅彦ぎんは，元巨人

軍の大エース。現在はプロ野

球評論家と して全国各地へ講

演に出力、ける一方，テレビな

どでも活躍中です。

ゐ
さ

にニー
Qニー
あ

｜
｜
朝
日
町
へ
は
初
め
て
？

別
所

え
え
、
福
山
県
へ
は
現
役

時
代
、
遠
征
な
ど
で
よ
く
来
ま
し

た
し
、
引
出
後
は
講
演
に
七
、
八

回
は
米
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

朝
日
町
は
初
め
て
で
す
。

こ
の
近

く
で
は
、
宇
奈
月
町
へ
は
行
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
・；
。

l
i各
地
で
講
演
を
？

別
所

そ
う
で
す
ね
。
北
は

北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
、

年
間
百
五
十

H
く
ら

い
は
講

出
に
出
て
い
ま
す
の
行
っ
た

こ
と
の
な
い
の
は
佐
波
く
ら

い
の
も
の
で
す
よ
開
。

l
l
l富
山
の
思
い
出
は
？

別
所

最
初
に
来
た
の
は
四

十
年
ほ
ど
前
で
し
ょ
う
か
。

こ
ち
ら
は
巨
人
一
阜
の
正
力
オ

ー
ナ
ー
の
出
身
地
と
い
う
、
」

と
も
あ
り
出
山
で
は
よ
く

－
ふ
れ
愛
こ
う
さ
点

。

(4; 口安口日……磁の上ですべてのことによいとする日，攻.frてオム将に婚礼にょいとされている目。

旬
週
月

附

H
と
ト
小
川
附
日
の

二
回
、
初
公
あ

い
あ
い
の
ム
ー
ド
の
中
で
ピ

l
チ

バ
レ
ー
を
来
し
ん
で
い
ま
す
。

ハ
取
初
の
っ
ち
は
ス
パ
イ
ク
ど
、

｝

ろ
か
、
ハ
ス
を
す
る
の
さ
え
精
一

杯
だ
っ
た
メ
ン
バ

ー
も、

J
似
烈
な

？

u

練
習
の
成
果
い
か
実
っ
て
か
、

故
近
て
は
、
女
千
三

1
五
歳
以
ー

の
部
門
で
都
休
に
出
場
し
た
の
を

は
じ
め
、
お
部
門
に
お
い
て
も
貯

成
紡
を
あ
げ
る
よ
う
に
な

っ
て
き

ま
l
ν
た
。

勝
ち
負
け
は
別
と
し
て
叫

H

町
で
誕
生
し
た
ヒ

l
チ
バ

レ
ー
ボ

ー
ル
を
楽
し
ん
で
み
た
い

N
や
興

味
の
あ
る
方
は
、
一
キ
柳
ア
ル
フ
ァ

｜
へ
ど
う
ぞ
吋
二
報
を
。

醐輔

投
げ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

も
絶
対
に
負
け
ら
れ
な
い
よ
う
な

試
合
ば
か
り
で
開
。

ー
l
l
富
山
に
は
ど
ん
な
印
象
を
？

別
所

教
育
に
熱
心
な
県
で
あ
る

こ
と
、
持
ち
家
率
が
古
川
い
と
い
う

こ
と
が
有
名
で
す
ね
。
実
際
、
飛

行
機
か
ら
見
て
も

↑一
戸
建
て
の
ん
み

が
目
立
ち
ま
す
よ
。
そ
れ
と
剖
と

プ
ロ
野
球
フ
ァ
ン
か
多
い
と
い
、
7

印
象
を
交
け
ま
す
ね
。

帽

l
l町
の
人
た
ち
に
ひ
と
言
。

聞

別
所

私
の
出
身
は
神
戸
で
す
が
、

開

甘
と
は
す

っ
か
り
変
わ
り
ま
し
た
。
聞

朝
日
町
は
自
然
が
豊
か
な
よ
う
て

闘

す
が
、
こ
う
し
た
自
然
を
愛
し
、

輔

自
然
と
調
和
し
て
い
く
こ
と
が
、

闘

と
て
も
大
切
で
あ
る
と
い
う
気
が

帽

し
ま
す
ね
。

(5) 難攻口口……攻ftするのが困難で，容易に陥必しないこと。
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イラスト

大蔵宏子さん
（羽入・！？歳）

＊このページをみん怠でつくるペー
ジにしEいと患います。イラストや
マンガ，ご意見皆さんに知らゼだ
いこと，怠んでもけつこうです。ど
しどしあ寄ゼください．
紙上匿名は， その旨をはっきり書
いて，住所，氏名を明記して送って
ください。
ぎた，広報係でlet，広報あさひに
対gるご意見や，取り上げてほしい
問題など皆さんの声をお待ちしてい
ます。ご一報を。
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I-A 

TRIBON(ll) 

』

v
箪
々
村
智
樹
（
日
）

・日時 6 JJ 2目（11}
・対象 一般．児童（小学4年以上）

・定員 100名（多数の場合は抽選）

・会費 無料

・申込み 4月30日までf主復ノ、ガキ
に住所，氏名，王手Wit.職業．屯
話器宇けを記入のうえ下記へ （児

帯主の場合は保謎~－名記入）
〒938 県都市長生新~6903-1

(W北陪控設弘済会．富山支所黒部出

•ji~P，斤（%まで結果を通知します ）
・問い合せ 建設省：.r.＇；部工事事務所

調合：J判官52-ll22）または役場
控設課（宮83-1100内線 218）へ。

キミもけやき平の上流部を
探検してみないかい。

~ 

4

司
と
ん
ち
ん
か
ん
（
は
）

鳴きづ入で2・・8宅－・C

｜町長めひとりごと｜

V安田瑞希（？）

品老手
つ~＼吋

（
こ
ん
こ
ん
）

K
子
「
せ
ん
せ
い
、
ご
ん
こ
ん
し

た
ら
、
あ
ら
れ
出

τき
た
よ
」

保
母
「
ワ
・」

M
男
「
た
ん
や
ろ
っ
・
」

K
子

「ゆ
き
や
こ
ん
こ
ん
あ
ら

れ
や
こ
ん
こ
ん
よ
」

保
母
「
あ
ら
れ
ふ
っ
て
き
た
が
っ
，
」

K
子

「
ち
が
う
。
ど
こ
か
ら
出
て

き
た
が

f
」
（
や
は
り
「
た

ん
」
だ
っ
た
）

＠
、
②
｜
⑮
、
③

1
0）、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
を
記
入
し
て
送
っ
て

く
だ
さ
い
。
全
一
間
正
解
の
人
の
中

か
ら
、
抽
選
で
三
人
の
人
に
テ
レ

ホ
ン
カ
ー
ド
を
フ
レ
セ
ン
ト
し
ま

す。

ま
た
、
答
え
の
は
か
広
報
あ

さ
ひ
に
つ

い
て
の
ご
意
見
や
日
ご

ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
、
イ
ラ
ス
ト

な
ど
を
容
さ
添
え
て
い
た
だ
け
れ

ば
挙
い
で
す
。

な
お
、
紙
上
単
名
を
希
望
の
場

合
は
、
そ
の
旨
を
は
っ
き
り
と
書

い
て
く
だ
さ

い
。

A
H

あ
て
先

干
蜘
l
mw朝
日
町
道

下
1
1
3
3
番
地
帆
口
町
役
場

総
務
課
秘
書
広
報
係
ま
で
。

人以
締
め
切
り
は
4
月
日
日
で
す
。

合
前
凪
の
当
選
者
は
、

C

i
n
d

e
r
e
l

l
a
さ
ん
、
モ
モ
・
ピ
｜

チ
さ
ん
、
え
1
く
ん
り
さ
ん
に
決

ま
り
ま
し
た
。
（
正
解
者
日
名
）

春もう間近。刺，新聞を手

にすると れ春々 同指し 1万

4' 143人」という活字が開に入

りました 。 今日は， ~立高校

全日jtJIJ入学試験の二日目。1聞

からの常が夕方には家々の屋

根を白〈寵って しまいました

が，受験生め皆さんにとって

も，者はもうすぐそこまで来

ているようです。

ところで，昨年の人間ドッ

クで異常が発見され，入院生

活を送ることになりました。

病気になることなど思いもせ

ず，身体へのいたわりを忘れ

ていた自分向身を省みるとと

もに，今さらながら‘健康砂

という こ文宇をかみしめてい

る今日このごみです。

なお，この間，多くの方々

にご迷惑をおかけ したことを

お詫びするとともに，激励し

てくださった方々に以くお礼

申し上げます。

さて.4月からは新予算が

スタートしますが，新年度は

将来へ向かつての助走期間と

いう位置付けをしています。

福祉施策では，高齢化時代

に対応すべ〈，新たに訪問看

護制度を始めるほか，生i医学

習館 ・ふるさと美術館の完成

に伴い．行政指導型ではない

自発的な活動を行うことがで

きるように「財団法人朝日

町文化 ・体育振興公社」を設

立します。温かいご理解とご

援助をお願い申し上げます。

( 3月14日記）

tJ>.σ〉・わ

p ど乙もたちの
J 

星

座

丁
子

「
せ
ん
せ
い
、
な
に
産
？
」

保
母

「
お
ひ
つ
じ
座
よ
」

T
子
「
わ
た
し
、
し
し
座
。
お
か

あ
き
ん
、
ふ
た
ご
座
な
が
や

ぜ」

U
男

「ぼ
く
、
天
び
ん
昼
、
頭
い

い
が
や
ぜ
」
（
少
し
い
ば
っ

て
言
、
っ
）

Y
子

「
わ
た
し
、
お
と
め
産
」

み
ん
な
「
ワ

l
イ
う
そ
や
｜
う
そ

や

l
」

（
Y
子
み
ん
な
に
－言

わ
れ
、
が
っ
く
り
き
て
い
る
）

保
母

「
そ
ん
な
こ
と
な
い
ね
。

Y

子
ち
ゃ
ん
に
ぴ
っ
た
し
ょ
」

（
Y
子
元
気
に
な
る
）

M
子
「
ね
！
ね

l
、
み
ん
な
ぜ
っ

た
い
に
わ
ら
わ
れ
ん
が
や
っ

そ
」
（
ク
ラ
ス
で
一
番
や
せ

て
小
昔
、
い
向
子
が
恐
る
恐
る

君、っ）

み
ん
な
っ
つ
ん
」

広
報
ク
イ
ズ

⑪

題

①
平
成
3
年
度
の
一
般
会
計
予
算

の
総
額
は
？

＠
4

9
億
4
、
3

7
4
万
円
⑪
5

3
倍
3
6
1
万
円
。
3
億

5
、
9

8
7
万
円

②
平
成
3
年
度
の
一
般
会
計
予
算

の
必
入
で
松
も
多
い
も
の
は
？

＠
町
伯

⑮
地
方
交
付
税
。
町
税

③
平
成

3
年
度
の

一
般
会
計
の
う

ち
股
林
水
賄
業
伐
の
全
体
に
山
め

る
割
合
は
？

＠
1
5
・
8
%

⑮
1
5
・
9
%

o
m－
3
%
 

（
2
P
1
5
P
の
特
集
／
平
成
3

年
度
予
算
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
）

〔
応
募
方
法
〕

会
は
が
き
に
答
え
の
記
号

（
例
①

－
平
成
3
年
4
月
号

。

(6) 口口両道…ぃ文学・文事などの文化的な面 と ． 武道 ・武力などの11L4~的な l録。 文 と 武の二つの道。 二つを州立させる意味で1まれれるニ とが多い。孟口口遷……子供の教育にI~，生活環境が大切だという教え。孟子の母l.t，初め墓地のlllJに住んでいたが，孟子が3草式の真似を して遊ぶのて，市場の慎＇JI
~I つ自皇しIこ．すると今度Ii商人の真似をする＠ 三度目に学校の側に遷ると勉強のlt似をしfよので’住居をそこに定めたという故事による。

(7) 



• 猛綾唱冨岡置霊室霊麹li?liD圃

台
風
並
み
に
発
達
し
た
低
気
圧

の
彩
抑
で
、
2
月
日
日
か
ら
げ
日

に
か
け
て
富
山
的
沿
岸
を
襲
っ
た

高
波
は
、
朝
日
町
で
も
猛
威
を
振

る
い
、
海
岸
部
を
中
心
に
多
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

境
海
岸
で
は
、
堤
防
が
3
か
所

地域の交通安全リーダーが

E理露頭翠要事軍事：！覇軍軍要摩書調

誕生しました地媛3l:通安全
活動推進委員
の標章

医療の現場かS
泊
病
院
産
婦
人
科
医
長

深
松
義
人
先
生

朝
日
町
で
は

3
人
の
委
員

平
成

3
年
l
月
1
日
か
ら
道
路

交
通
法
が
改
正
さ
れ
、新
し
く
「
地

域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
」
の

制
度
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
朝
日
町
で
も
次

の
3
名
の
方
が
日
山
県
公
安
委
員

会
か
ら
「
地
域
交
通
安
全
的
動
推

進円以
」
の
委
嘱
を
受
け
、
地
戚
の

交
通
安
全
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

。
竹
谷
討
さ
ん

（山
川
崎
）

。
大
ヤ
勉
さ
ん

（道
下
）

。
道
府
勝
消
さ
ん

〈竹
の
内
）

推
進
民
の
主
な
活
動
は
、

①
地
域
の
い
父
辿
の
安
令
と
円
措
を

図
る
た
め
の
広
報

・
告
発
前
動

②
地
械
の
団
体
や
個
人
に
対
す
る

交
通
安
全
一へ
の
協
力
要
請
活
動

③
地
域
の
交
通
の
安
全
と
同
滑
に

関
す
る
住
民
の
相
談
に
応
じ
る

－
あ
し
ら
せ
と
ス
ポ
ー
ツ

⑪

－
男
r
す
の
部

l
位

五

箇

庄

2
位

泊

A

l
位

大
家
庄

2
位

伯

町
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
%

町
民
総
合
体
育
館
）

－
男
子
の
部

l
位
2
位
l
位
2
位

－
女
r
ず
の
部

－
女
子
の
部

泊
二
区

泊

一
区

泊
二
区

大
家
庄

舟
小
屋
の
倒
壊

・
破
州
、
出
畑
に

相

宇
奈
月
胤
泉
ス
キ
i
場）

砂
利
が
流
入
す
る
な
ど
の
被
官
官
が

州

※
1
位
の
み
掲
載

出
ま
し
た
。

一同

・
壮
年
男
子
1
部

ま
た
、
宮
崎
海
岸
で
は
、
宮
崎
剛

山
本
茂
（
岩
崎
）

漁
港
に
大
口
一
恵
一
の
土
砂
が
堆
桜
。
漁

w
・
壮
年
男
子
2
部

船
の
航
行
が

一
時
不
能
に
な
っ

た

州

堀
一
耕
二
（
殿
町
）

ほ
か
、
漁
港
道
路
の
舗
装
が
破
損

州

・
青
年
男
子
2
部

し
た
り
、
漁
船
や
作
業
船
が
転
覆

制

竹
谷
雄
二
（
宮
崎
）

併
は
は
わ
れ
刊
誌
…
岡
の
大
会
等
成
国

な
お
、
今
回
の
尚
波
被
害
は
、
別
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
お
わ
か

富
山
県
全
体
と
し
て
は
昭
和
灯
年

制
れ
大
会
（
%
教
育
文
化
会
館
）

以
来
、
問
年
振
り
の
大
規
政
な
も

側
一1
1
1
11
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1ー

の
と
な
リ
ま
し
た
。

日

一
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
団
員
募
集

幽－－－－－園周
u
R

－rIIIll111111111111111IIIlli－
－

h
圃
・
圃
園

川

一
朝
日
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は

J

ー語
・
圃
園
田

剛
一
凶
貝
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

一

薗
・
・
・
・
・

…町
一
種
目
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
柔

画
－
－
－
－
圃

…町
一
道
、
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
、
ラ
グ

バ
喜

一

・
・
圃
圃
圃
園

間
一
ピ
！
、
卓
球
、
剣
道
、

野
球
、
サ

議
f
j凶
置

州

一
ッ
カ
｜
、
テ
｛
ス
、
バ
レ
ー
ポ
l

袋

一

品

私

翻
回
目
白

川

ゴ

ハ

一

『
ソ
7
1イ
｜
ル
、

ご

i

静

齢

融
盛
田

竺

新
体
操
の
日
種
目
で
す
。

。
畠
踊
恥
臨
調
幽
同
州
一

何

か

ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ
て
み
た

．，

込
幽
園
開
鰻
謹
圃
綿
一
い
な
と
思
っ
て
い
る
寺
、
、
＼
ス
ポ

l

a

a

K
隠
圃

際
輔
圏
間
一
ツ
少
年
団
に
入
っ
て
、
思
い
つ
き

角川、

し
a
感
幽

・

開

時
幽

間

一
り
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

千

島

園

田
園
調

闘

訓
一
入
団
し
た
い
人
は
、
各
学
校
で

a
va・掴

館通

子
十
い
十
ト
ド
十
い
ト
ー

問山

m
M
明
d
胃

、
M
有

凶

RUR
 

1
1

悌

聖

一一
回
寺
田
康
人
副
院
長
が
着
任

ジ
L
開

ず

ら

二

一泊

一

｜

副

院

長

複

数

制

に

よ

り

一

層

の

充

実

l

p
全
，
三
＝
F
－－

U

4

・
J
凶昭
一
州

川市

ctf〆
「
げ

u
d
yレ
凶
戸
一
槻

4
月
1
日
か
ら
町
立
泊
病
院
に

ゆ必過
少
子

・
F

T
温
子
凡．‘
誠司
一

州

Fz
h習
仲良
I
V
J
一ζ
－一

ゴ

出

康

入

手

、

副

院

長

と
し
て

（

h
T
〉
才

3
v＼
二

制
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

六
淀
’
ん
定
二
w

泊
病
院
で
は
、

寺
田
氏
の
荒
任

、
ン
／

γ
へAJ
A
S
J

一

l
一

”

一

品

。

／

l
〈
〆
込
町

E
L
州

に
よ
リ
刷
院
民
を
胞
数
制
と
し
、

ヨ

頃

足

、

M
島

話

一
帆

今
後
．
府
、
地
域
医
療
の
拠
点
と

／

a
m
p
＼
酬
川
崎

一
別

し
て
の
同
病
院
の
医
療
サ
ー
ビ
ス

f
t
J
O
£
一
向

の
充
実
を
凶

っ
て
い
く
よ
と
に
し

制

て
い
ま
す
。

こ
と
、
お
よ
び
助
百

・
按
肋

州

④
地
域
交
通
安
全
活
動
に
対
す
る

附

協
力

・
政
助

w

⑤
地
域
の
交
通
状
況
に
つ

い
て
の

柑

笑
地
調
査
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。
附

な
お
、
推
進
員
は

「身
分
証
明

開

書
」
と
「
標
享
」
を
つ
け
て
い
ま

制

す
。
皆
さ
ん
の
ご
立
般
と
ご
協
力

怖

を
お
願
い
し
ま
す
。

山市

平
成
2
年
度
朝
日
町

体
育
協
会
総
合
成
績

優

勝

大

家

庄

地
区

次

勝

泊

二

区

参

勝

泊

三

区

容口端口……すがたかたちが美しいこと．女性の美しさに対しての褒め言葉．

0
・山湘
纏叩
1
f
k
J

－z

ょ
が
場
口
。

ウ
f
f
l
t
t
1

司、

申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
し
く
は
教
育
委
員
会

（
E
m
i
－
－

0
4
〉
ま
た
は
総

合
体
育
館

（
告
別
1
1
8
3
8
）

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

(8) 
’r，
 

L
己

？
9
 

2r、

か
、
内
科
医
長
と
し
て
循
環
器
系
を

（
心
臓

・
血
管
系
）
を
判
与
さ
れ
ゆ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

K

I
B
I
ll
i
－

－－
L
 

－「I
l

l

i

t

－

－

J

－
キ・

一一青
山
圭
一
内
科
医
長
に

ニ
蜘

＝
日
本
消
化
器
病
学
会
奨
励
賞
＝

町

一「
！

工
場

こ
の
ほ
ど
、
治
州
院
内
科
医
長
崎nu 

の
白
山
よ

－
氏
が

「
川
本
消
化
昨
日
げ

耐
午
会
党
助
日
」
を
4

九一
入
坑
さ
れ
ま

し

l
v
た
。

’Q 

こ
の
貨
は
、
青
山
氏
が
日
本
消
い
い

化
器
病
学
会
の
機
附
誌
に
発
表
さ
山
内

れ
た
請
文
に
与
え
‘
り
れ
た
も
の
で
、

山町

3
月
白
日
に
開
催
さ
れ
た
同
時
十
会
問

総
会
の
席
上
で
、
表
彰
h

一
入
と
同
氏
制

の
奨
励
賞
受
抗
記
念
講
演
が
行
わ
れ

れ
ま
し
た
。

一Abru 
ホ
永の

ぷ
門せわム口時々の’T

 

門
］応口

帥
闘

子宮筋腫とは？
f古lこ「しこり」がでレきて，

手術したという訴を耳にされ

ると思いますが，子宵にでき

る 「しこり」の多くは了・出筋

脆てす唱。では，子宮筋脆とは

どのようなものでしょうか。

一千宮筋胞は，30～50歳代の

財人に多くはられる良性の「し

こり」です。その大きさはさ

まざまですが，小さいものも

含めると，婦人の25%に認め

られます。「しこり」は．たく

さんできるのが普通で，その

ため子宮が人・きくなり，時に

はおなかの kから触札ること

もあります。

-fl寺が大きくなると，いろ

いろな抱状がでてきます。そ

の主なものは， 生理~摘がひど

い，：i三珪の此が多く止まりに

くし＼塊がおりるなどの月経

巽常です。生理！の；；（が多いた

め，しばしば貧血を来し，動

惇，息切れを呈します。また，

尉りの臓器を圧迫するため．

下腹部痛，腰痛，頻尿，便秘

などもみられます。

子宮筋胞は．双合診でほと

んど診断できます。しかし，

Jji.検診では，双子ト診は行われ

ていません。上記のような症

状のある ）J，あるいは以前に

子’白・筋腫を指摘された}5で，

焔検診を受けられる方は，施

設検診をお勧めします。

｛到

－
平
成
3
年
4
月
号
⑪



＠ 朝日町社会福祉協議会は，

皆さんと共に地域の福祉向

上を目指 す福祉団体です。

・場所

朝日町福祉センター内

包 83-0576

p
 ，LL紗－ぬ

J

’w
d刈

－aF 
あ
な
た
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

毎
月
一

回
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
日

制

U
町
で
は
、

臼
亦
奉
仕
問
や

個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
を

は
じ
め
、
日
ご
ろ
か
ら
多
く
の
方

々
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て

お
ら
れ
ま
す
が
、
制
日
間
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
で
は
、
よ
り
多

く
の
方
々

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
参
加
し
て
い
た
だ

こ
う
と
、
毎

月

一
回
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」

を
設
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

4
月
は
、
包
日

ω午
前
9
時

ω

分
か
ら
正
午
ま
で
、
有
磯
苑
で
入

、
俗
や
食
事
介
助
の
体
験
学
習
を
行

い
ま
す
b

お
十
バ
特
に
副
会
…前
倒
協

議
会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

年3%

ご
存
じ
で
す
か

生
活
福
祉
資
金
の

住
宅
資
金
制
度

低
所
得
世
帯
な
ど
の
家
の
増
改

築
に
必
．要
な
資
金
を
低
利
で
お
貸

し
す
る
生
活
制
祉
資
金
の

「
杭
屯

資
金
・」
制
度
が
あ
る
の
を
ご
有
じ

で
す
か
？

こ
の

「
住
宅
資
金
」
は
、
低
所

得
世
帯
で
、
身
体
障
害
者
や
粕
神

薄
羽
者
、（
似
た
き
り
主
人
な
ど
と

賛
助
会
員
加
入
状
況

た
だ
い
ま
募
集
し
て
お
り
ま
す

町
社
協
の
賛
助
会
員
に
次
の
方
々

か
ら
加
入
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し

川
瀬
茂
、
川
撤
百
合
子
、
小
川

治
二
、
小
川
之
通
、
今
江
秀
男
、

右
井
庄
作
、
右
井
秋
子
、
折
谷
工

業
株
式
会
社
、
佐
々
木
半
久
、
佐

々
木
和
美
、
中
易
順
平
、
桜
井
吉

久
雄
、
品
端
健
一
、
出
端
的
造
、

品
端
正
夫
、
萩
原
時
雄
、
宮
成
孝

一
、
島
端
昭
子
、
上
坂
俊
丸
、
細

川
哲
夫
、
武
田
勇
造
、
沢
田
一
一
位
、

村
上
忠
義
、
ル
勝
井
敏
晶
子
、
武
出
削

昭
、
武
田
美
津
子
、
梅
沢

一
映、

藤
井
浅
吉
、
藤
井
謙
吉
、
藤
沢
完

治、

加
藤
山尚
美
〆寸
、
桝
目
点
附
株

式
会
社
、
いい民
間
勇
造
、
七
沢
剛

一
、

川
口
久
夫
、

山
口
光
子
、
松
田
保、

－
ふ
く
し
の
窓
＠

l

h

亡

話

阿

賀

問

の

円

問

亡

話

同

富山咽

ら

世

∞

ら

日

一
∞

∞

ら

世

∞

町中勺

か

お

冷

か

て

β
ザ

4
い

ら

ふ

か

お

J

a
d
M川

ん

耐

て

印

ん

め

4
パ

お

か

l
ん

前

て

∞

a
h

・4“

さ

生

し

さ

貯

ら

ん

さ

生

し

3

リ
‘
』
句

明

が

と

一

を

か

さ

一
が

と

泊

目

口

ん

札

点

銭

ん

名

伸

ん

札

」
’
伯
崎

公

円

さ

お

上

り

さ

く

能…

さ

お

M
1富
岡

江

た

川

つ

会

と

鹿

一
た

－－ート
3

市

を

つ

の

入

金

久

勺

m
j
d
ω

阪

な

な

針

物

婦

爺

川

町

父

な

恨
M
仏
布
u

大

母

に

長

い

境

収

笹

殿

祖

に

ο
司

り

0

0

0

0

水
野
正
、
石
田
附
叶
牛
、
水
野
三
郎

、

美

子
、
宮
内
和
彦
、
山
内
裕
美
、

水
野
菜
喜
・イ
、
目
附
究
伝
、
大

知

新

聞

徳

太

郎

、
松
本
み
さ
は
、
水

勝
也
、
米
津
礼
雄
、
水
下
登
明
夫
、
島
洋

一
、
水
島
文
明
、
水
晶
智
忠

大
井
英
政
、
水
口
忠
則
、
鈴
木
陽
、

子
、
佐
田
直
一之
、
小
森
之
夫
、
小

長
田
和
子
、
楠
井
三
位
ノ
寸
、
野
似
点
林
崎
干
、
水
島
誠
、
水
品
品
千
、

町
一一造
、
寺
内
兵
英
、
野
口
封
、
一千

円

岩

充

、

U
岩
ツ
ナ
千
、
小
川
昨
日

崎
や
へ

、
竹
谷
賞
、
約
谷
和
子
、
作
、
右
井
作
治
、

右
井
カ
ズ
ミ
、

竹
谷
庸
太
郎
、
竹
谷
孝
子
、

河

内

水

島

末

吉
、
山
手
政
雄
、
山
手
三

正
英
、
河
内
栄
子
、
一一

谷

誠

、

扇

代

チ
、
柳
津
太
門
、
半
白
芳
造
、

火
口
玲
子
、
長
井
賢
治
、
長
井
ヒ
サ

半

h
汗
枝
、
村

u
出
チ
、
中
村
み

チ
、
加
藤
正
之
、
加
桜
美
知
Hf
、

さ
い
、

山
崎
H

氏
、
愛
場
由
男
、
愛

松
本
政
雄
、
松
本
ス
ミ
子
、
浜
岡

場
マ
ス

エ
、
山
崎
輩
、
小
杉
敏
夫
、

消
定
、
宮
内
勢
津
了
、
加
厳
様
、

小

杉
並
チ
、
大
怠
幸
二
、
山
崎
尤

柏
木
昭
雄
、
野
田
普
、
野
町
い
の
、

山
、
辻
栄
敏
夫
、
山
崎
俊
刷
、
愛

野
町
院
や
H
．
、
野
回
路
ザ
、
竹
林
苓

場
料

一
、
大
合
υ
札口

一
、
下
立
源
作
、

栄
、
大
浜
林
二
、
加
縁
敏
夫
、
河

辻

美

知
H

子
、
米
京
チ
、
坂
本
正
、

内
長
、
日
山
石
俊
、

u岩
治
美
、
U
水
野
明
、
水
野
功
、
西
島
義
弘
、

岩
貞
子
、
加
燥
久
一
、
加
泌
品
子
、

坂
本
弘
、
能
向
友
行
、
浜
去
伯
、

水
品
行
州
州
、
水
白
山
妹
、

口
岩
山寸
、

浜
美
下
代
、
以
上
川
名
、
法
人
2

扇
谷
尚
雄
、
尉
谷
節
ノ
寸
、
光
、
正
鵠

件
の

m
u

郎
、
光
主
ち
い

、
水
島
普
宝
、
水

V
申
し
込
み
は
、
町
内
の
担
当

山崎
二
三
千
、
加
藤
記
、
浜
田
市
一
、
民
生
委
員
ま
た
は
社
会
福
祉
協
議

佐
出
之
夫
、
水
品
三
蔵
、
水
品
栄

会

へ

。

朝日町善意銀行

( 2月ll日～3月10臼）

整理
求人戦穫 年齢

賃金 ’性 就業場所 採用 資格経験
番号 （円） 5JIJ 休 日 人数 免 言ヰ 2畢

フロント ｛系
25才～ 160,000～ 

男
朝・月山 自動車整備士

45才 250,000 日祝樟自社指定週休2自制 3級以上

2 建築管理士 20才～ 145,000～ 男
朝・大型E庄

2 
専門学科

土木管理士 58才 自認聾自社指定週休2日制 土木施工管理者

3 逮 華五 手 21才～
180,000～ 草月・三枚檎

大型免許
58才 240,000 115 自ti!・世自社指定週悦日制

5 

4 
歯科助手 18才～

時給600～ 女
朝・〉白

2 高校卒以上
事務 40才 日祝

5 衣類の包装 18才～ 時給550～ 女
軍7L白

2 普通免許
仕上げ染み捻き 40才 日祝

6 ウエイ トレス 20才～ 124' 800～ 女
草月.±寛；

2 不問
50才 水 3父代時IJ

7 製 材 エ45才～ 175,200～ 男
朝・東草聖子

5 不問
60才 216,000 a祝他第3土曜包

8 美容飾見習 16才～ 110,000～ 女
靭・平柳

不問
35才 月他第3日稽日

9 車且立 16才～ 101,250～ 
女
草月・月山

10 不問
測定検査係 45才 140,000 日~I& 月 l回週休2日制

10 技 術 者 18才～ 112 ,500～ 
草月・月山 品校卒以上

妓術者見習 35才 180,0（〕O男向上
5 
電気科優遇

－

家
庭
奉
仕
員

老
人
家
経
や
重
度
の
身
体
障
害

者
の
家
庭
に
お
い
て
、
家
が
や
介

議
な
ど
の
日
常
生
活
の
世
話
を
行

う
家
一匹
本
仕
民
を
必
集
し
ま
す
。

採
用
予
定
人
員

1
名

応
募
資
格

町
内
に
作
む
お
お
む

ね
川
州
政
ま
で
の
女
性
で
、
普
泊
向

平成3年 4月分

くらしの商議室

ホット求人情報

動
ぃ山？
の
逆
転
が
で
き
、
家
事

・
介

護
の
経
験
と
相
談
・

助
言
の
能
力

を
有
す
る
人

応
募
手
続
き

’H
筆
の
履
脱
力
を

4
月
口
白
川
附
ま
で
役
場
総
務
課
へ

悩
山
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
、

て
は
、
総
務
課
人
引
係

詳
し
い
こ
と
に
つ
い

（
宮
内
線

2
0
7）
 

ま
と
ま
・
正
己
刷
本
一け旧
ι
ι
5中小

－－C
J

ノ’
＋
，41
1
1LF

幸
一“A
AU
U
44
t

’札hv

（
宮
内
線
1
1
2
）
へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

ミミ「求人情報一覧表Jbご利朗下さい。（1商工観光課カウン？ーに展示｝
;'r(わしいことは． 魚津公共殺到匝安定所務自分玄 ff82-0198へ釘問い合わせくださt、。

同
属
し
て
い
る
方
々
が
、
住
宅
な

ど
を
新
た
に
増
改
築
す
る
場
合
、

最
高
1
1
0
万
円
を
限
度
に
、
年

3
パ
ー
セ

ン
ト
の
低
利
で
貸
し
付

け
す
る
資
金
で
す
。

こ
の
生
活
一泊
紙
資
金
の

「
住
宅

資
金
」
の
利
用
を
希
川
訳
す
る
ん
、

あ
る
い
は
詳
し
い
内
容
を
知
り
た

い
方
は
、
地
区
の
民
生
委
員
ま
た

は
社
会
福
祉
協
議
会
へ
お
気
経
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

－
朝
日
町
奨
学
生

奨
学
生
の
要
件

め
ず
弟
て
、

町
内
に
住
む
入

学
初
日
の
l
三
引
が
同
慨

で
心
身
健
全
な
人

奨
学
生
の

範

囲

内

等
学
校
以
卜

の
学
校
に
丘
学
し
、
学
校
長
の
推

せ
ん
が
あ
る
人

奨
学
金

！・

i
、

．
MM
U似
・－－
H抑
制

5
0
0

0
川

・
修
業
年
限

2
年
以
上
の

L
八
九～J
Mr

v

：
凡
制
1
0
、
0

0
0
川

申
し
込
み
先

・
期
限

朝
日
町
教

打
委
日
会
へ

5
川
汎
判
例
ま
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
方
法

奨
学
生
願
書
、

奨
苧
生
似
せ
ん
調
告

（
用
紙
は
教

育
委
只
会
に
あ
り
ま
す
J

を
提
出

詳
し
く
は
教
行

委
員
会
へ

問
い
ム
いわ
せ
を
。

し
て
く
だ
さ
い
。

－
青
年
海
外
派
遣
団
員

総
時
附
で
は
れ
同
年
海
外
派
遣
し事

業
と
し
て
、
次
の
と
お
り
派
巡
回

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
c

．
航
山
1

機
利
川

フ
ィ
ジ
｜
、

エ
ク
ア
ド
ル

，〆
七「－ンコ

中
国
な

ど
（
9
H
1
m月
初

円

問

料

皮

）

・
世
界
青
年

の

船

エ

ジ

プ
ト、

オ
マ

l
ン
、
ス
ペ
イ
ン
な
ど

（
H

4
年
l
円

1
3
n
m
u附
打
皮
）

・
米
南
ア
ジ
ア
肖
年
の
船

ネ
イ

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

フ
ル

。／
イ
g
h
u

日
日
間
れ
皮
）

巾
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
い
こ

と
に
つ
い
て
は
教
育
委
員
会
へ
。

ど
（
9
月
1
H
H月

~＇.· ム 春j前開
ゲ＼. I 

の年 金
とも 竺グ
お 「 J
りあ てン、
IJfJ さ 金並
m；ひ ’T
~ t五 4
れま 4コ
まつ ”す 1) , 

泊
芸
妓
の
皆
さ
ん
の
手
踊
リ
な
ど

も
紋
泌
さ
れ
ま

す

お

公
粁
に
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
場
所

小 4
}L J-J 
tJ I 14 
グ円
ラ （｜｜）
ウ 午
ン後
ド 2
~ il寺
討す I 

－大
の
場
合
は
教
育
文
化
会
館
）

制

u町
商
i
会
（
宮

問
い
合
わ
せ

m
W
1
2
2
8
0
）
ま
た
は
制
日
町

観
光
協
会

（
役
場
向

I
観
光
課
内

宮
内
線

1
1
8
）

へ
。

棚
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド

ち
び
っ
子
釣
り
大
会

棚
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
の
た

め
池
に
釣
り
専
用
枝
僑
が
先
成
し
、

釣
胤
を
開
始
す
る
の
に
作
い

、
次

の
と
お
り
「
ち
び

っ
こ
釣
り
大
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

日
時

4
H
m臼
川
午
前
9
時
1

れ
リ
一4
7
年

4
月
分
か
ら

寸
ー
ー
一
国
民
年
盆
の
保
険
料
が

一よ

一

変
わ
り
ま
す
。

一
J
』
一
凶
民
年
金
は
、
皆
さ
ん

一
」
J
一
が
丘
齢
に
な

ゥ
た
と
き
や

一
bwh
一
万

一
の
しゃ
故
や
病
気
て
障

「
い
に

書
れ
や
吋
，i
世
情
に
な
っ

一
ド
ド

一
た
と
き
に
生
出
の
支
え
と

一ト

じ

な

る

も

の

で

す
。

同
民
年
金
の
受
給
計
は
年
々
附

加
し
、
ま
た
、
物
価
の
上
昇
に
あ

わ
せ
て
年
令
制
J
U

何
年
明
一
制
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
年
令
一
の
財
説
は
、

が
納
め
る
保
険
料
と
州
の
負
利
金

な
ど
に
よ
り
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成

3
年

4
川
分
か
ら
、
川
円
以

年
金
の
保
険
料
は
月
額

9
、
0
0
0

川
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
凶
民

年
金
制
度
を
問
消
に
運
営
し
て
い

ぐ
た
め
の
保
険
料
改
定
で
す
の
で
、

特
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

な
お

皆
さ
ん

願

い
い
た
し
ま
す
。

保
険
料
は
け
．M
4
0
0
刊
の
ま
ま

変
わ
り
ま
せ
ん
。

付
加

品
川
し

い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
役

（
宮
内
椋
1
1

場
住
民
課
年
金
係

0
）
ま
で
聞
い
介
わ
せ
て
く
だ
さ

‘ν
 

－
平
成
3
年
4
月
号

＠

口戦口闘・…・苦しい戦いのニと。凶畿に打ち勝つために努力をすること。00) 
一口一口・・…一生に一度の出会い。 また． 一生に一度i浪りのこと 。 茶の湯の心得を言うたむので， ＇＊会で同！ニ~jj,;;i Lが幾たびttl会って s . 今日のζの~~

会はただ一度であるから， したがって、一生！こ一度のIH会いであると思ゥて，a鳥L、をもって接すべきであるということの • 
””“ l
 
（
 



－
く
ら
し
の
情
報
室

⑪

場
所

棚
山
フ

ァ
ミ
リ
ー
ラ

ン
ド

（
現
地
集
合
）

参
加
対
象

小
中
学
生

（
町
外
の

人
も
吋
）

参
加
定
員

ω人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
）

参
加
料

一
人

l
、
0
0
0同
（
釣

リ
道
具

・
エ
サ
代
含
む
）

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

役
場

商
工
観
光
課
（
宮
内
線
1
1
8
・

1
1
9
）
へ
。

富
山
県
を
知
ろ
う

県
政
パ
ス
教
室

県
で
は
、
皆
さ
ん
に
県
政
に
つ

い
て
の
理
解
や
関
心
を
高
め
て
い

た
だ
く
た
め
、

5
月
か
ら
日
月
に

か
け
て

1
6
0
台
の
「
県
政
パ
ス

教
室
」
を
逆
行
し
ま
す
。

コ
ー
ス
は
テ
ク
ノ
コ
ー
ス

特
産
キ
ト
キ
ト
コ
ー
ス
、
い
き
い

き
親
子
コ
ー
ス
な
ど
日
コ

ー
ス
。

贈ってうれしい 贈られてうれしい

「味のふるさと使」会員募集中
「ふるさとをあなたに」をキャ ッチフレーズに，~~~かな，.，f会と人
々の愛にfiまれた四季折々の海のキ ・山の幸をおJiuけする「1床の
ふるさと使J の会員を募集しますe

ふるさとを遠く離れて住んでいる五やお友達．

)1々 への附り物にも最適です。

－会資 17,000円

・発送lぃl数年4回
－先送先 県外在住め方に限り

ます。

・rpし込み ハガキ ・電話の申
し込みによりパンフレットと

全世納入附紙を送り ます。

－申 し込み制限 5月10日

. qiし込み先役場農林水産課
内 「ふるさとの昧を全国に送

る会J（富山県下新川郡朝刊開l
道 ド1133宮0765・83-1100)

生活動需昂価格
司‘陶・咽‘d’

3月分（11~ n 10 R JJl：（（~炎） 単位 ：円

~~ 名
.l!j i面 絡

3月 !iii月比 前年同月比

tr ・1 ，町．， 
136 3 6 イi rnト·，＇~ 1 fl ー ＋ 

illl 
*I i!IJ 
（内t'.J主Hle} 1.072 - 34 + 239 

事1』－・E・－
,¥/, L ド 'If ス

3 .149 + 117 + 784 ( 5 m') 

fi H斤 JIJ ill: 高lj
255 。 。II ('i’ti' ii¥: 1~•J600me ) 

Ill 
ア イン ュベ ーハ

161 → ；~－ ＼〉＋ 6 (400校紙狩l入り）

t’Ill 自 lイレ ソトベーハー 283 。- 21 (M正融tロール4f凶車fl)

食 ，、 / 
Z 、、
175, 
， 。 。

( 11’il!i.l.'1G t＇.£入リ｝ II、 r ~ 

・？ tt ，， 
)JU (4riog 1 ftil 338 + 18 - 28 

了．
しょうゆ

537 + 20 - 45 
¥ 1.!l rビン人リ）

.l't 
サラダ ilh

352 。 35 tォ；リ’＇if~：noo g入り｝ 寸

1¥11 Jい －， ．，． 
92 2 ｛しめん l「）

＋ 9 

-?L 241 ＋ 3 6 (I fハ，ク入り） ＋ 

ルド l付
425 .. ＿；－了附 18¥'1'1勾L/,JOOg) 
_, 

同ーーー t’dよー．
月事 l付 、とノ
｛中jJ：）もしIOOg) 180 4 （｝ 

毒自 lll! 
273 + 38 十 95

生T
(Mサイ ズIOffAl),

T. J.i 舎’
187 - 13 - 31 （字予jふ＼？11 kg) 

食
｛正 il t‘ し よ
｛千千泊，ll1I kg) 168 一 - 58 

，＼，’ I ヨr セ－ 《〈 ''/ 
- 1f：吋； l it-j泊品 lkg) 432 ~ + 274 

人 唱。
＋。

ーザ

（作jj{J,I,',I kg) 487 + 176 

お世話になった

地
し
て
い
ま
す
が
、
平
成

3
年
度

分
の
耐
祉
タ
ク
シ
ー
券
を
4
月

i

白
か
ら
発
行
し
ま
す
。

ま
た
、
日
常
生
活
の
便
宜
を
図

る
た
め
、
浴
槽
や
特
妹
寝
台
、
白

人
用
体
温
計
、
ワ
ー
プ
ロ
な
ど
の

給
付
も
行

っ
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
手
続
き
な
ど
詳
し
い

こ
と
に
つ
い

て
は
役
場
住
民
課
悩

祉
係

（
宮
内
線

1
1
6
）

へ
。

愛
の
献
血

協

h
者
名

（
2
月
実
施
分
、

会
印

は州問
。川
、
※
印
は
成
分
、
そ
の
他

は
柳
川
献
臥
者
）

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

境
地
区

水
品
香
代
チ

宮
崎
地

区

佐
町
孝
幸
、
背
嶋
尚
見

笹

川
地
区

小
林
武
晴

泊
地
区
会

くら しめ 情義重

h れしいメニュー
グリーンアスパラガス 900g
宮崎灰付きワカメ 200g 
コシヒカリ新米 3kg 
さわし締 10個
金糸瓜の粕漬 300g 
笹川わさび演 320g 
切りもち 1升
パタパタ予定 lOOg 
ぺニズワイガニ 3～4匹

6月

2月

10月

12月

中
村
必
ノ
ナ
、

A
M
大
西
忠
、
水
品
功

事
的
、
坑
M
地
降
幸
、
水
口
静
致
、

田
畑
林
弥
、
米
田
小
百
合
、
平
田

将
俊
、
九
山
成
人
、
岡
本
暁
、

土

附
刷
刈札
口、
崎
明

H
待
、
伊
藤
忍
、

η木
勝
司
、

寺
附
久
央

五
箇
庄

地
区
会
佐
純
博
ポ、

※
中
山
見
、

※
南
戊
敬
、
泊
四
山
じ
心
、
休
校
ぷ・J

枝
、
越
間
俊
朗
、
浜
川
和
哉
、

K
H

江
勝
花
、
広
旧
邦
男

南
保
地
区

※
長
崎
違
法
、

土
井
利
一
、
川
上

一
二
三
、
長
崎
京
子
、
長
谷
正
光
、

一
し
尿
く
み
取
り
料
金
が

一

一

改
正
さ
れ
ま
し
た

一

「
l

M
リ
ッ
ト
ル
引
円
に
｜
L

し
尿
く
み
取
り
料
金
が
、
4
月

l
日
か
ら
凶
リ

ッ
ト
ル
（

I
斗
）

当
た
り
引
円
に
な
り
ま
す
。

く
み
取
り
を
，予
定
さ
れ
て
い
る

人
で
、
部
門
ま
た
は
制
円
め
術
生

券
を
現
作
お
持
ち
の
人
は
、
抜
本
町

リ
の
衛
生
券
販
売
所
で
差
制
を
納

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
は
魚
沈

地
ト
刀
川
県
民
相
談
宅

（
干
仰
九
以
内
市

新
宿
叩
｜

7
魚
山
総
合
庁
舎
内
包

M
HH
5
3
1
i
）

へ
。

一
固
定
資
産

一

一
課
税
台
帳
を
縦
覧

一

「
1

%
1
括

｜

L

平
成

3
年
度
の
国
定
資
産
税
賦

課
の
基
礎
と
な
る
課
税
台
帳
を
次

の
と
お
り
縦
覧
し
ま
す
。

縦
覧
場
所

役
場
税
務
課

縦
覧
期
間

4
月

l
け
1

4
月
初

U
（
k
w
m
の
午
後
・
け
山
川
は
除
く
）

異
議
の
申
し
立
て

れ
似
記
峨
いや

項
に
見
識
が
あ
る
場
合
は
、
縦
院

後
凶
日
以
内
に
文
書
で
川
定
資
産

評
価
審
盆
委
員
会
へ
巣
議
の
巾
し

立
て
が
で
き
ま
す
。

山崎地区会名越正生、AM七津

勝哉、山本官朗、青山文f、

井議正弘、中村智明大家庄

地区会右井陽子、会荻原英雄、

食清水哲人、会鹿熊博和、会

坂口敦子、会青木和彦、人X石

僑賢昌、※右井康紀、清水知

fkHf、高品ぶ沖ん、総凶優美

了、水野万里了、石続前一英、

中島久美子、稲垣満、湾出一

彦（以上回名）

。ご寄付を
ありがとうございました

マ釧路市の令井俊一さんから

五筒庄小学校へ教育附図書付

冊（100、000円相当）

マ宮崎地区財人会さんから山中川

崎小学校へ傾6架（2。、00

0同相当）

， 

町の工事発注状況 IA /fe. 
<2月 1日～2月28日〉

じ 司王 ~. 』」占 戸斤 重量予定 ;,'/ I'l令書JI 調住 ~－・ ~II. ；！』 .:lit

大コ家：.；－工Iニ也lテ主E険ィ寸寸~~機E械~9S納＂＂新型店ユ二 ’I~ 大家11:3 )'cl l'J 
削細川ゴ：浜 姐1 .ill: ＂車4,429,000 

山崎消防ポンプ I）動 •Iいl(J・ll新鋭1 .’I'- 山附 3 JI 昌，652,000小川式建会設 消防将工ti;抹 u
県JI!I二地改良重在4弱錨小i泉T宇 量亙 谷 31'1 9,579,0飢｝ 経T二a.谷株式品主会社a量 ~H.水川i .思

川l水改修工事

民L11t」二地改良後備；~I~ 長野 31-J 4 .624. 700 ~ 阪J干袋会主詰t S聾林水i!u.:it長野 政;a改良s~

~＼~I札l:J笹也改良fl!偏7・ドf11'> 笹川 3月 3.605.似）（） 小川式怨会段 .1:.0本水戸US<
川地区無 '.,!Jll富山白血勺.01$ S.1lB牢社

め
、
新
し
い
券
と
引
き
替
、
ぇ
願
い

ま
す
。

一

身

体

障

害

者

の

一

一
方
々
に
お
し
ら
せ
一

町
で
は
、
身
体
に
あ
る

一
定
以

上
の
障
者
を
お
持
ち
の
人
の
た
め

に
、
タ
ク
シ
ー
の
基
本
料
金
を
助

成
す
る
悩
祉
タ
ク
シ
ー
し
ゃ
業
を
実

圏
お
忘
れ
な
く

予
防
注
射
は
年
1
回

う6
ω 

% ω 

話
役
一九

ω

本
箱
新
し
い
本

二
般
書
）

イ
ス
ラ
｜
ム
の
日
常
世
界
片
倉
も
と
こ

結
婚
し
な
い
か
も
し
れ
な
い
症
候

併

特

判

ぶ

舵

ふ

い

に

吹

く

胤

樹

木
保
上

プ

ッ
ト

・
パ
イ

．叶
山
間
仏

ハ
ワ

l
シ
フ
ト

し

し
．卜

ア
ル
ピ

ン

・
ト
フ
ラ

l

mwav－
－－
 

典

奴

の

日

本

遊

覧

お

下

典

子

尖
智
子
’
H
h
后
の

「
い
の
ち
の
旅
」

渡
辺
み
ど
り

宇
宙
特
派

9
日
間

秋

山

梨

克

一
九
九

一
年
世
界
は
こ
う
変
わ
る

長
谷
川
慶
太
郎

男
の
器
量
は
女
房
し
だ
い
広
制
久
美

f

（小

説

）

ピ
ュ
タ
ゴ
ラ
ス
の
旅
倒
見
賢

一

哀

歌

は

流

れ

る

高

附

の

ぷ

了

世
界
で
い
ち
ば
ん
熱
い
品

妊
娠
カ
レ
ン
ダ
ー

作
）

芥
小川太①西森小
川賞回 i村 林
洋受出④弁路信
チ賞版 行 r彦

テ
ザ

l
ト
は
あ
な
た

魔
性
の
岩
崎

世
に
も
奇
妙
な
物
語

タ
l
ニ
ン
グ

・
ポ
イ
ン
ト

三
州
吉
良
殺
人
事
件

五
九

円
よ
り
了

内
田
康
夫

掛
川
仇
同
一半

本
の
紹
介

「蛍

k臣

藤
堂
志
津
子

外柔口口……外づらは柔軟でも．内実Jiしっかりしていること．見かけはおとなしそうだが‘本当Ii気が強いこと。(I~ 

』町長包

詩口口想・…・・実際にあるよりも大き く.f.iなはだし く思い錨いて，それを事笑と盟、ぃ込んてしまうことn{131 
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News 

．性
谷
分
校
の

f
供
た
ち
は
、
五

年
生
に
な
る
と
鋭
谷
地
区
の

f
は

南
保
小
へ
、
羽
入
地
区
の
チ
は
山

崎
小
へ
辿
う
・
』
と
に
な

っ
て
い
ま

す
が
、
ニ
の
州
け
か
ら
山
崎
小
へ

い
打
く
の
は
長
出
店
山
お
た
だ

一
人
e

そ
こ
で
、
新
学
期
を
前
に
し
た

三
月
五
日
、
長
津
君
と
山
崎
小
の

四
年
生

l
九
人
と
の
交
流
学
官
会

が
山
崎
小
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

初
め
は
M
酷
似
し
て
い
た
以
山
討

も
次
第
に
リ
ラ
y

ク
ス
。
す

っ
か

り
み
ん
な
と
仲
良
く
な
り
ま
し
た
ら

忘
れ
よ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る

f
山
る
さ
と
の
昧
ω

を
A
I
に
伝
え

よ
う
と
、
南
保
地
区
婦
人
宇
械
の

皆
さ
ん
が
・
百
2
．｜
．
一目
、
什
本
件

集
部
セ
ン
タ
ー
で
「
み
そ
か
ん
ば
L

作
リ
を
し
ま
し
た
。

昔
は
お
や
つ
な
ど
に
も
作
ら
れ

た
と
い
わ
れ
る
「
み
そ
か
ん
ば
」

も
、
今
で
は
も
う
懐
か
し
の
味
。

約
れ
卜
人
の
併
さ
ん
は
、

一
年

川
の
学
級
吋
出
動
の
制
め
く
く
リ
と

し
て
、
懐
か
し
い
お
い
し
さ
作
リ

を
来
し
ん
で
い
ま
し
た
。

4月からよろしく
一一 蛭谷分校の長津くん

この春から山崎小ヘ

＿.，.，昌司‘s ・ -，，・

＆ 
＊二： i~iBlf

i1'1水町

草野

竹 の l付

辻 ~·i I時

下山新

総 括反

三人目の誕生
おめでとう ございます

結

郎

子

F
議
一
利

「

来

連

組

て

仲

美

銚

窃電1~

φ倉健
次

男

女

労

男

女

女

〈

eg

－－－E
2〈
〉

d

b

、ei
j

L
i
I
L
i
F
4
－

土

白木ii'iー

ド山 i告

j貨図益~t.

i且ffl .J荒

安述純二

阿陽町千II

j{(I、＂i公憲

りっぱな田んぽになったね
一一 泊北部ほ場整備事業か完成 一一と

一一 助けられたカモシカ元気に山ヘ 一一

ヲF

、ーの、、、キよ忘れない

バ
U21;:美紗.（＼；・ 月陸的！日

凶
体
営
泊
北
部
は
場
経
備

4
業

が
完
成
し
、
三
月
四
目
、
大
犀
地

内
で
記
念
仰
の
除
必
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
が
業
は
、
大
川
問
、
ぃ米
市
針

地
区
の
約
三
卜

・
4
5
の
水

mを

対
象
に
昭
和
」
ハ
十

一
年
か
ら
．九
年

の
岐
川
と
ご
．位－

一
H
M川
の
紙
代

を
か
け
て
進
め
ら
れ
て
い
た
も
の

て
、
除
山
株
式
に
は
関
係
者
五
十
人
の

ほ
か
、
泊
中
部
保
育
所
め
チ
供
た

ち
も
お
祝
い
に
駆
け
付
け
ま
し
た
。

伸
が
に
続
き
、
小
川
米
米
ち
ゃ

ん
、
川比
υ山
光
太
郎
ち
ゃ
ん
ら
と
仰

の
除
泌
を
し
た

f
供
た
ち
は
、
り

っ
ぱ
に
な

っ
た
旧
ん
ぼ
を
仰
に
か

わ
い
い
踊
り
を
披
露
．
卒
業
の
完

成
を
祝
い
ま
し
た
の

現
川
し
し
流
で
雪
崩
に
迎
い
、

ん
死
の
状
態
だ

っ
た

ニ
ホ
ン
カ
モ

シ
カ
が
、
花
の
大
平
－
一
校
で
生
活
し

て
い
る
平
井
英
史

f
さ
ん
ら
の
介

議
に
よ
っ
て
す

っ
か
り
・
花
れ
に
な

り
、
二
片
二
十
二
日
、
二
週
間
ぶ

り
に
山

へ
帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。

こ
の
・
カ
モ
シ
カ
は
体
長
約
七
卜

e
，、
体
員
二
卜
J
の
オ
ス
で
、
批

定
二
此
。
二
川
九
日
の
側
、

れい人
と

散
歩
中
の
中
井
さ
ん
が
発
見
。
さ

っ
そ
く
連
れ
帰
り
、
県
鳥
獣
保
護

員
の
寺
田
政
義
さ
ん
（
笹
川
）
ら

の
指
導
を
受
け
、
ヒ
メ
ア
オ
キ
な

ど
の
エ
サ
を
与
え
な
が
ら
、
懸
命

に
世
ぷ
を
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の

U
、
応
分
校
の
教
告
の
窓

か
ら
久
し
振
り
に
外
へ
肱
た
れ
た

カ
モ
シ
カ
は
、
平
井
さ
ん
ら
が
見

守
る
・中
、
名
残
惜
し
そ
う
に
ゆ
っ

く
り
と
山
へ
帰
っ
て
行
き
ま
し
た。

昔
の
お
い
し
さ
伝
え
ま
す

l
婦
人
学
級
で
み
そ
か
ん
ば
作
り
l

ひ

町
h

仏
泊
病
院
の
白
術
消
防
訓
総

が
ニ
川
ニ
ト
じ

H
、
州
院
の
机
以

や
医
師
、
新
品
紛
ら
，h
九
十
人
と

消
防
関
係
者
三
十
人
が
参
加
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
自
の
訓
練
は
、
病
院
一
階

の
外
米
食
主
か
ら
出
火
、
延
焼
中

種主
宮崎

入 ft{-町

栄 町

平柳2区

同

f
也

py
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凶
ド
辛

勝

節

国

垣
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八l代（71)

成之助（83)

文ム（79)

有｜； イ・（60)

リL [(59) 

秀太郎（82)

めよ（91)

鐙

内

旧

回

掛

川

押

絵

恨
竹
掃
し
寸
大
川
町
川川

－
ま
ち
の
う
ご
き
⑪

元
気
て
帰
っ
て
き
て
ね

ー
子
供
た
ち
が
サ
ケ
の
稚
魚
放
流
｜

J
ぷ
た
全
え
る
円
を
栄
し
み
に

し
て
待

勺
て
い
る
か
ら
ね
」$

二
月
二
十
例

u、
市
野
、
赤
川

地
慌
の

f
供
た
ち
約
二
卜
人
が
、

制
U
内
水
州
漁
協
の
皆
さ
ん
と

一

緒
仁
川
mk
川
に
サ
ケ
の
航
魚
九
ト

万
匹
を
放
流
し
ま
し
た
。

こ
の
臼
は
朝
か
ら
猛
吹
吉
と
な

り
ま
し
た
が
、
子
供
た
ち
は
七
い4

ほ
ど
に
成
長
し
た
械
的
…
が
花

μ
に

川
を
ド

勺
て
い
く
峨

f
を
い

つ
ま

で
s
u見
守

ゥ
て
い
ま
し
た

と
い
う
想
定
で
ス
タ
ー
ト
＠
輪
対

の
初
期
消
火
に
続
き
、

一一

九
昏

辿
報
に
よ
っ
て
到
泊
し
た
ポ
ン

フ

半
ら
が
消
火
活
動
を
す
る
中
、
救

助
袋
を
使

つ
て
の
避
難
誘
導
な
ど

が
本
番
き
な
が
ら
に
行
わ
れ
ま
し

た

’固
い
噛
刷

・

t
m凶
μ
容のo

h
唱澄
h
同
回

J

悶
四

H

孟何，．

H
ヰ迫
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国

H
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民具
l'li四.. 

のし希、ずつ》な

ら】,3《【つ

資料提供 ・民具ボランティア

つぷらの会

「
つ
ぶ
ら
」
は
、
却
で
つ
く

っ
た
鰍
引
の
保

育
協
。
農
繁
期
な
ど
の
忙
し
い
時
期
に
必
ん
ぼ

う
を
事
故
か
ら
守
る
た
め
に
入
れ
て
お
く

m具

と
し
て
使
わ
れ
ま
し
た
が
、
昔
は
初
ノ
す
が
生
ま

れ
る
と
嫁
の
実
家
か
ら
贈
ら
れ
た
と
い
わ
れ
ま

す
。
ト
亦
ん
ぽ
う
は
、
首
が
す
わ
る
こ
ろ
か
ら
歩

け
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
約
一
年
間
、
こ
の
「つ

ぷ
ら
L

の
甘
い河
川
に
な
り
ま
し
た
。

「
つ
ぶ
ら
」
の
ほ
に
は
、
紙
、
む
し
ろ
、
版
、

ぼ
ろ
な
ど
を
敷
い
て
、
お
し
つ
よ
な
ど
の
峨
似

を
図
リ
、
刷
り
に
は
布
川
や
古
着
を
詰
め
、
赤

ん
ぼ
う
が
倒
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。

座
ら
せ
ト
力
は
、
お
し

つ
こ
で
着
物
を
一
内
さ
な

す
ぞ

い
よ
う
に
、
掘
を
め
く
リ
お
む

つ
の
ま
ま
向
足

を
延
べ
さ
せ
ま
す
。
収
は
岐
川
仰
の
役
リ
、
£
ら

か
な
街
や
は
ろ
は
、
山
は
断
熱
、
久
．
、
は
保
温
の

効
川
水
が
あ
り
ま
し
た
色
川川

勺
た
一
快
や
借
は
パ
ト
時

け
取
り
替
え
て
地
肥
に
し
ま
し
た
。

ぷ
ん
ぽ
う
が
一
辺
、
つ
よ
う
に
な
る
と
「
つ
ぷ
ら

の
手
か
け
か
ら
紐
を
か
け
、
外

へ
出
な
い
よ
う

に
し
て
ギ
此
を
防
ぎ
ま
し
た
。
赤
ん
ぼ
う
が
「
つ

ぶ
ら
」
か
ら
外
へ
山
ら
れ
る
の
は
、

H

包
の
校
乳

時
と
い
伎
の
間
だ
け
。
「
つ
ぶ
ら
」
に
い
る
ぶ
ん
ぼ

う
を
あ
や
す
と
き
は
、
九
太
を

一
本
版
に
散
さ
、

シ
ー
ソ
ー
の
よ
う
に
郎
、
り
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

「
つ
ぶ
ら
」
は
、
細
み
始
め
た
ら

一
H
で
仕

上
げ
な
い
と
、
生
ま
れ
た
チ
が
乎
も
じ
ゃ
（
不

器
用

）
に
な
る
と
の
言
い
伝
え
が
あ
り
、
祖
父

や
父
が
夜
な
べ
し
て
一
生
懸
命
に
編
ん
だ
と
い

い
ま
す
。

3,iウと醗恥リース⑬

木

必

弘容の
一…
舟

4 J-jのrl-iを聞くと，Hlfのii'i

流「m・J11J の堤~JJiu＇、は， Li 

ごとにピンク色に染まってい

きます。

h止j［では，すっかり有名に

なった舟川べりの拡は，昭和

30年代に地元の人たちによっ

て納制されたのがその始まり。

樹齢30年を超えるソメイヨ

シノおよそ200本が，今では捉

｜坊の1aLi1tt1J 800メートルに比：J·~

な似佐木を作っています。

;,:t!J I井！時には、自If内外から多

くの人々が訪れるこの似.!lb1ド

は．映l山i 「少年H寺代」の~J1i)J（~

の純計にもな 1）ました。

もく先人のぬ

－
平
成
3
年
4
月
号

⑪

V
今
川
号
か
ら
「
広
報
あ
さ
ひ
」

の
内
容
を
少
し
変
え
て
み
ま
し
た

が
、
お
気
付
き
で
し
ょ
う
か
d

v
．
つ
は
、

M
A
Uパ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
つ
ぷ
ら
の
会
」
の
山
刊
さ
ん
の
ご

協
力
に
よ
り
「
な
つ
か
し
の
民
共
」

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た
こ
と
。

こ
れ

か
ら
毎
月
、
背
懐
か
し
い
民
共
を

一
つ
ず
つ
紹
介
し
て
い
く
チ
定
に

し
て
い
ま
す
の

－vこ
つ
け
は
、
保
有
刈
の

f
ど
も

た
ち
の
か
わ
い
い
つ
ぶ
や
き
を
紺

介
す
る
「
あ

・
の

・
ね
」
の
コ
ー

ナ
ー
。
純
真
な
子
ど
も
た
ち
が
何

気
な
く
発
し
た
言
葉
は
、
ほ
ほ
え

ま
し
く
も
私
た
ち
の
心
を
打
つ
も

の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
ら

V
そ
し
て
三
つ
け
が
、
側
外
に
設

け
た
「
四
千
熟
訴
」
の
コ
ー
ナ
ー
。

よ
く
お
目
に
か
か
る
間
千
熟
語
、

ご
家
族
み
ん
な
で
口
を
州
め
て
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

V
さ
て
、
い
よ
い
よ
附
月
、
春
本

番
。
「
広
報
あ
さ
ひ
」
も
心
機

一転、

少
し
ず
つ
ス
タ
イ

ル
を
変
え
な
が

ら
、
よ
り

一
一閣
の
充
実
を
図
り
た

い
と
思

っ
て

い
ま
す
。

世帯数 5.132 ( 0）カ γ コ内IJ.jjljJl比2) 計 18.082(I 1) 女 9.566(+ 1) 男 8.516(+〔3月の人口〕


